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富
士
青
春
市
民
へ
の
申
し
込
み

　

申
込
用
紙
ま
た
は
、
富
士
青
春
市
民
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

★
申
込
用
紙
か
ら

　

申
込
書
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
ま
た

は
各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で
配
布
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ

★
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

　

富
士
青
春
市
民
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
」
か
ら
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　

下
記
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
も
申
し
込
み
可
能

で
す
。

青春市民が登場！富士青春市民PRポスター
全４種類ある青春市民のPRポスターは、市内公
共施設、町内会、各商店やコンビニエンスストア
などに掲示されています。

　市では、自分なりの「いただき」を目指して、「一歩踏み出す（チャレンジする）人」
のことを「富士青春市民」と呼び、頑張っている人をまち全体で応援し、盛り上げ
ていく「すてきなまち」になることを目標としています。
　一歩を踏み出して頑張っている皆さん、「富士青春市民」に申し込んで富士青春市
民大賞にエントリーしてみませんか。合い言葉は「We are 青春市民」!!

富
士
青
春
市
民
と
は
？

　

「
富
士
青
春
市
民
」
と
は
、
富
士
市
の
こ
と

が
大
好
き
で
、「
い
た
だ
き
へ
の
、
は
じ
ま
り

　

富
士
市
」
を
応
援
し
て
く
れ
る
人
を
富
士
青

春
市
民
に
認
定
す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
で
す
。

　

自
分
な
り
の
「
い
た
だ
き
」
を
目
指
し
て
、

「
一
歩
踏
み
出
す
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
）
人
」

「
そ
の
歩
み
を
応
援
す
る
人
」「
と
に
か
く
富

士
市
の
こ
と
が
好
き
な
人
」
を
「
富
士
青
春
市

民
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

富
士
青
春
市
民
に
な
る
に
は
？

　

国
籍
、
住
所
を
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も
お
申

し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

申
込
者
に
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
ピ
ン
バ
ッ
ジ
と
富
士
青
春

市
民
証
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
！

▶
ピ
ン
バ
ッ
ジ
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「
富
士
青
春
市
民
大
賞
」
と
は

　

富
士
青
春
市
民
大
賞
と
は
、
一
歩
を
踏
み
出

し
頑
張
っ
て
い
る
す
て
き
な
人
を
富
士
青
春
市

民
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
し
、
そ
の
取
り
組
み

に
共
感
し
た
人
の
投
票
数
に
よ
っ
て
大
賞
を
決

め
る
も
の
で
す
。

　

投
票
者
に
よ
る
「
す
て
き
ポ
イ
ン
ト
」
を

多
く
獲
得
し
た
人
は
、
平
成
30
年
2
月
25
日

（
日
）
に
開
催
す
る
、
富
士
青
春
市
民
同
士
の

交
流
を
目
的
と
し
た
「
富
士
青
春
市
民
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
で
、
「
富
士
青
春
市
民
大
賞
」
に

表
彰
し
ま
す
。

　

富
士
青
春
市
民
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
エ
ン

ト
リ
ー
で
き
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
た
人
全
員
に
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

富
士
青
春
市
民
大
賞
に

エ
ン
ト
リ
ー
す
る
場
合

　

自
分
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
や
活
動
を
紹
介
す
る

「
自
己
推
薦
部
門
」
か
、
す
て
き
な
活
動
や
頑

張
っ
て
い
る
人
を
紹
介
す
る「
他
者
推
薦
部
門
」

の
2
部
門
か
ら
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

　富士青春市民と、その活動を
多くの皆さんに知ってもらうた
めの事業「富士青春市民大賞」
を実施します！

富士青春市民大賞
エントリー開始！

〒417-8601
富士市役所シティプロモーション課

（市役所8階）
155-2958　551-1456
Eso-citypro@div.city.fuji.shizuoka.jp

問い合わせ／郵送先

【
対
象
】

　

ど
な
た
で
も
エ
ン
ト
リ
ー
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
11
月
30
日（
木
）ま
で
に
「
富
士
青
春
市

民
」
に
申
し
込
む
こ
と
が
条
件
で
す
。

【
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
】

★
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

　

10
月
11
日（
水
）〜
11
月
30
日（
木
）に
、
富
士

青
春
市
民
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
富
士
青
春
市
民
大

賞
」
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。　

★
申
込
用
紙
か
ら

　

申
込
用
紙
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
市
内
公
共
施

設
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
郵
送
で
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
へ

富
士
青
春
市
民
大
賞
に

投
票
す
る
場
合

【
投
票
方
法
】

　

12
月
8
日（
金
）か
ら
、
富
士
青
春
市
民
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
投
票
で
き
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
エ

ン
ト
リ
ー
の
中
か
ら
、
各
部
門
で
共
感
で
き
る

人
に
「
す
て
き
ポ
イ
ン
ト
」
を
投
票
し
ま
す
。

富士青春市民大賞が決定する「富士青春市民
ミーティング」の詳細については、後日「広
報ふじ」でお知らせします。

ステップ１
エントリー

ステップ２
投票

ステップ３
大賞決定

毎
週
ゴ
ミ
拾
い

活
動
を
し
て
い

ま
す

ステップ２
投票

ステップ３
大賞決定

紹介される人 エントリーする人
エントリーした人と、
紹介された人を表彰

地域のゴミ拾い
活動をしている
人を紹介したい

ステップ１
エントリー

他者推薦部門

自分なりの「いただき」を目指して、一歩踏み出した取り
組みを紹介してください自己推薦部門

あなたが「すてき」と思う取り組みをしている人や団体を
紹介してください

富士青春市民大賞  エントリーの流れ

両部門へのエントリー、または複数のエントリーも可能です。詳しくは、２ページの二次元バー
コードから、富士青春市民ウェブサイトをごらんください。
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決
算
報
告

平
成
28
年
度

　
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
、
こ
の
1
年
間
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
た
の
か
を
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

歳
入
の
50
％
以
上
は
市
税

　

歳
入
の
50
％
以
上
は
、
市
民
・
企
業
の
皆

さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
で
す
。
平

成
28
年
度
の
市
税
の
決
算
額
は
約
4
5
9
億

円
で
、
前
年
度
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
法
人
市
民
税
が
税
制
改
正
の
影

響
な
ど
に
よ
り
約
5
億
円
の
減
収
と
な
っ
た

一
方
で
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が
家

屋
の
新
増
築
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
約
5
億

円
の
増
収
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因

と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
出
は
民
生
費
が
最
多

　

歳
出
は
、
目
的
別
に
見
る
と
、
福
祉
関
係

の
費
用
で
あ
る
民
生
費
が
約
36
％
を
占
め
、

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
費
は
、
子
ど
も

子
育
て
関
連
経
費
や
生

活
保
護
費
な
ど
の
社
会

保
障
関
係
経
費
が
、
今

後
も
高
水
準
で
推
移
す

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。

53.3%53.3%

3.9%3.9%

3.4%3.4%
3.7%3.7%

19.6%19.6%

5.4%5.4%
2.6%2.6%

5.7%5.7%

合 計

依
存
財
源
 33

.3%

自主
財

源
 6
6.
7％

自主
財

源
 6
6.
7％

地方消費税交付金
　46億2,568万円

譲与税・交付金・交付税
国から地方に譲与される税金など

22億4,612万円
市債
市の借入金

49億1,400万円

国・県支出金
国・県からの補助金など

169億3,655万円

分担金及び負担金、
使用料及び手数料
市営住宅使用料・保育
園等保育料など

33億4,002万円

繰越金
前年度からの繰越金

31億6,126万円

諸収入
貸付金元利収入など

29億6,627万円

861億
4,422万円
861億
4,422万円

市税
458億9,439万円

2.4%2.4%
財産収入・寄附金
・繰入金
20億5,993万円

一
般
会
計
決
算

861億4,422万円歳 入

区　分 決算額 構成比

自
主
財
源

市
　
税

458億9,439万円 53.3％
個人市民税 146億3,289万円 17.0％
法人市民税 31億1,612万円  3.6％
固定資産税 218億7,944万円 25.4％
軽自動車税 6億2,239万円 0.7％
市たばこ税 19億9,375万円 2.3％
都市計画税 36億4,980万円 4.3％

分担金及び負
担金、使用料
及び手数料

33億4,002万円 3.9％

繰越金 31億6,126万円 3.7％
諸収入 29億6,627万円 3.4％
財産収入・寄
附金・繰入金 20億5,993万円 2.4％

小　計 574億2,187万円 66.7％

依
存
財
源

国・県支出金 169億3,655万円 19.6％
市債 49億1,400万円 5.7％
地方消費税交
付金 46億2,568万円 5.4％

譲与税・交付
金・交付税 22億4,612万円 2.6％

小　計 287億2,235万円 33.3％
合　計 861億4,422万円 100.0％

歳入の内訳
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36.1%36.1%

10.6%10.6%

11.5%11.5%

10.5%10.5%

6.7%6.7%
3.8%3.8%

7.5%7.5%

13.3%13.3%

834億
9,251万円
834億
9,251万円

民生費
社会福祉など

301億627万円

土木費
道路や河川の整備など　
　111億2,581万円

教育費
学校整備や社会教育など

88億3,457万円

衛生費
保健医療や生活環境
など

87億6,321万円

総務費
市の事務管理や庁舎管理など

96億1,324万円

労働費・商工費ほか
働く人の支援や産業振興など

　　　 56億3,481万円

公債費
市債の償還など

62億7,775万円

消防費
消防・防災対策など

31億3,685万円

歳出　
　年度内に使ったお金

自主財源　
　市が独自に徴収することが
できるお金。市民税、固定資
産税、使用料や手数料など

依存財源　
　国や県などから入ってくる
お金。国庫支出金、県支出金、
地方交付税、地方譲与税、地
方消費税交付金、市債など

市債　
　市が大きな建設事業などを
行うために、国や銀行などか
ら長期にわたって借りるお金

国・県支出金　
　特定の事業の財源として、
国や県から交付されるお金

特別会計区分 歳　入 歳　出
国民健康保険事業 309億1,154万円 302億5,628万円
後期高齢者医療事業 45億2,768万円 45億　388万円
介護保険事業 181億4,282万円  178億8,641万円
新富士駅南地区土地区画整理事業 12億5,568万円 12億5,014万円
第二東名IC周辺地区土地区画整理事業 12億9,837万円 12億8,998万円
駐車場事業 7,141万円 6,631万円

　富士市には17の特別会計がありますが、表中では財産管理特別会計（全
11会計）を省略しています。

歳入　564億3,089万円 　　／ 歳出　553億3,397万円
特
別
会
計
決
算

企
業
会
計
決
算

834億9,251万円歳 出

 水道事業
  事業収益合計　　
   34億7,095万円
  事業費用合計
   27億2,540万円
  純利益
    7億4,555万円

公共下水道事業
 事業収益合計
  63億　　71万円
 事業費用合計
  50億　953万円
 純利益
  12億9,118万円

病院事業
 事業収益合計
  139億5,345万円
 事業費用合計
  140億2,962万円
 純損失　　　     　  
　　 ‒ 7,617万円

◆用語の説明◆

歳入　
　年度内に入ってきたお金

特
別
会
計
と
は

　

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
、
一
般
会
計

と
区
分
け
し
て
設
け
た
会
計
で
す
。
事
業

収
益
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
が

主
な
財
源
で
、
行
政
と
一
体
の
経
営
、
運

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

企
業
会
計
と
は

　

法
令
に
基
づ
き
、
独
立
採
算
を
原

則
に
企
業
的
経
営
で
運
営
さ
れ
る
会

計
で
す
。
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（％）

0

県内の市の平均
富士市

81.1%
83.0%

85.7%

85.4%
84.3%

75.7%

82.6%
84.2%

77.4%

86.7%

77.1%

78.6%

77.1%

81.7%

80.5%

82.9%

84.7%

83.9%
85.4%

84.9%

714億円→

★
矢
印
は
前
年
度
か
ら
の
変
化
で
す
。

　
　
…
前
年
度
か
ら
改
善
さ
れ
た
も
の
　
　
　
…
前
年
度
よ
り
悪
化
し
た
も
の

9.3億円の赤字 →

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2 富士市
県内の市の平均

28272625242322212019

0.991

1,197

0.993

1,143 1,128

1,007 1,005
0.988

0.986

0.859

1,015

0.870

1,000
0.948

0.862

0.862 0.858

0.854

（年度）0

0.9990.999

0.868

0

10

20

30

40

50

60

70

80

借入額返済額（元金）

2827262524
（年度）

58.9 57.3 54.6 55.3

（億円）

（億円）

56.0
66.2

696 691 699 714 707

51.7

63.3
70.3

49.1

0

100

200

300

400

500

600

700

800
市債残高

0

10

20

30

40

50

60

70

将来負担比率

   実質公債費比率

 24 25 26 27 28（年度）

5.8%

56.8%

4.9%

55.0%

3.8%

60.2%

2.9%

64.2%

2.5%

61.2%
（％）

 〈財政状況の推移〉

富
士
市
の
財
政
状
況

財政力指数（単年度）の推移 市債の推移

経常収支比率の推移 健全化判断比率の推移

2.9%→2.5％

0.993→
64.2%→

81.1%→

707億円 0.3億円の赤字

0.99961.2％84.2%

 

一
般
会
計
の
市
債
残
高

　

自
治
体
の
借
金
の
残
高

　

過
去
最
高
額
は
平
成
8
年
度
の
7 
5

7
億
円
で
す
。

　

対
象
事
業
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
新

規
借
入
額
が
減
少
し
ま
し
た
。

 

基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス 

）

　

市
債
と
繰
越
金
及
び
基
金
の
取
り
崩

し
を
除
い
た
歳
入
と
、
市
債
の
償
還
費

用
と
基
金
積
立
金
を
除
い
た
歳
出
の
差

　

国
・
県
支
出
金
な
ど
の
収
入
が
ふ
え

た
た
め
、
赤
字
が
減
少
し
ま
し
た
。

 

実
質
公
債
費
比
率

　

実
質
的
な
公
債
費
（
市
債
の
元
利
償

還
金
）
が
財
政
に
及
ぼ
す
負
担
を
あ
ら

わ
す
指
標

　

18
％
を
超
え
る
と
、
新
た
な
借
金
に

は
国
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

早
期
健
全
化
基
準
（
25
％
）
を
大
き

く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財
政
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

財
政
力
指
数
（
単
年
度
）

　

財
政
の
豊
か
さ
を
示
す
指
標
で
、
国

が
定
め
た
基
準
の
需
要
額
と
収
入
額
の

比
率

　

1
を
下
回
る
と
国
か
ら
普
通
交
付
税

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

償
却
資
産
の
増
な
ど
の
影
響
に
よ
り

基
準
財
政
収
入
額
が
増
加
し
た
た
め
、

昨
年
度
よ
り
上
昇
し
ま
し
た
。

 

経
常
収
支
比
率

　

市
税
な
ど
毎
年
度
収
入
さ
れ
る
財
源

の
う
ち
、
義
務
的
な
経
費
な
ど
、
毎
年

度
支
出
さ
れ
る
経
費
に
充
て
た
割
合

　

扶
助
費
（
住
民
の
福
祉
を
支
え
る
経

費
）
な
ど
が
増
加
し
た
た
め
、
上
昇
し

ま
し
た
。

　

自
治
体
が
将
来
支
払
う
可
能
性
が
あ

る
負
債
の
収
入
に
対
す
る
比
率

　

早
期
健
全
化
基
準
（
3 
5 
0
％
以
上
）

を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

将
来
負
担
比
率
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・
敬
老
事
業　
　
　

1
億
　
7
4
3
万
円

・
児
童
手
当
支
給
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　

42
億
9
7
3
4
万
円

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
。

　

延
べ
39
万
5
0
7
8
人
に
支
給

・
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

7
億
6
5
4
0
万
円

　

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
。

　

延
べ
52
万
3
7
0
8
人
に
助
成

・
障
害
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

41
億
8
2
7
5
万
円

・
生
活
保
護
費
支
給
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

25
億
1
4
9
2
万
円

・
新
富
士
イ
ン
タ
ー
城
山
線
新
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

4
億
5
2
9
8
万
円

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
運
行
事
業

　

2
3
8
9
万
円

・
本
市
場
大
渕
線
整
備
事
業　

2
億
1
1
0
0
万
円

・
木
造
住
宅
耐
震
補
強
事
業

　

8
8
2
6
万
円

　

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
一
般
世
帯

　

及
び
高
齢
者
世
帯
な
ど
へ
の
助
成

・
若
い
世
代
定
住
促
進
支
援
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
2
3
2
万
円

　

若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
（
ス
ミ
ド

　

キ
U

－

40
）
72
件
な
ど

・
防
犯
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

6
4
0
7
万
円

　

防
犯
用
街
路
灯
の
設
置
、
維
持
管
理
経

　

費
の
町
内
会
に
対
す
る
助
成
な
ど

・
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営
・
管
理
事

　

業　
　
　
　
　
　

9
億
2
5
1
6
万
円

　

市
内
26
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の

　

運
営
及
び
施
設
管
理
な
ど

・
富
士
南
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
設
事

　

業　
　
　
　
　
　

1
億
4
5
8
0
万
円

・
吉
原
第
二
中
学
校
屋

　

内
運
動
場
改
築
事
業　

　

5
億
9
7
9
7
万
円

・
吉
原
東
中
学
校
屋
内

　

運
動
場
改
築
事
業

　

6
億
　
4
0
9
万
円

・（
仮
称
）紙
の
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事

　

業　
　
　
　
　
　
　
　

6
4
0
8
万
円

　

展
示
・
交
流
ス
ペ
ー
ス
整
備
な
ど

・
砂
山
公
園
プ
ー
ル
改

　

修
事
業

　
1
億
1
4
3
6
万
円

　

ス
ト
レ
ー
ト
ス
ラ
イ

　

ダ
ー
改
修
、
水
遊
具

　

整
備
な
ど

・
予
防
接
種
事
業　

6
億
4
8
9
8
万
円

　

4
種
混
合
、
日
本
脳
炎
、
イ
ン
フ
ル
エ

　

ン
ザ
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど

　

接
種
人
数
延
べ
11
万
5
2
2
2
人

・
が
ん
検
診
推
進
事
業

　

2
億
6
7
5
6
万
円

　

受
診
人
数
延
べ
6
万
7
0
2
6
人

・
新
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

6
億
4
4
5
8
万
円

　

仮
設
道
路
工
事
、
用
地
取
得
な
ど

・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

　

事
業　
　
　
　
　
　
　

2
9
0
5
万
円

　

ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
な
ど
を
導
入
す

　

る
市
民
、
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
を
整

　

備
す
る
中
小
企
業
者
に
対
す
る
助
成
な

　

ど
・
消
防
車
両
整
備
事
業　

7
7
2
9
万
円

　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
更
新
（
中
央
消

　

防
署
大
淵
分
署
、西
消
防
署
鷹
岡
分
署
）

　

な
ど

・
防
災
無
線
整
備
事
業

　

1
億
2
5
9
3
万
円

　

フ
ル
デ
ジ
タ
ル
同
報
無
線
受
信
局
更
新

　

な
ど

・
企
業
立
地
推
進
事
業

　

8
億
4
8
9
8
万
円

　

企
業
立
地
促
進
奨
励
金
66
件
な
ど

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業　

　
　

　
　

2
0
1
0
万
円

　

「
富
士
市
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
の

　

推
進

　

な
ど

・
富
士
山
活
用
推
進
事
業

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

5
1
4
万
円

　

富
士
山
登
山
ル
ー
ト
3
7
7
6
な
ど

・
富
士
川
楽
座
施
設

　

管
理
事
業

　
　

9
0
6
0
万
円

　

戸
塚
洋
二
ニ
ュ
ー

　

ト
リ
ノ
館
整
備
な

　

ど
　
決
算
報
告
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
実
施
事
業
の
一
部
を
紹
介

皆
さ
ん
の
税
金
は
こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
／
財
政
課

　
　
　
　
　
☎（
55
）2
7
2
5

　
　
　
　
　
5（
51
）1
4
7
9

吉原東中学校屋内運動場

民
生
費

教
育
費

土
木
費

衛
生
費

消
防
費

商
工
費

【
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】く
ら
し
と
市
政
↓
市
政
情

　
報
↓
財
政
↓
決
算

総
務
費

ストレートスライダー

富士市ブランド
メッセージ戸塚洋二ニュートリノ館



　

富
士
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
に
は
、

障
害
の
あ
る
当
事
者
や
家
族
、
福
祉
団
体
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
保
健
医
療
機
関
や

教
育
関
係
者
な
ど
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

会
に
は
7
つ
の
専
門
部
会
が
あ
り
、
部
会

ご
と
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
活
動
の
進
捗
状
況
や
活
動
結
果

の
報
告
、
活
動
に
対
す
る
意
見
を
聞
く
場
と

し
て
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
「
全
体
会
議
」

を
年
3
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

7
つ
の
専
門
部
会
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す

　

平
成
18
年
4
月
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法

（
平
成
25
年
4
月
か
ら
障

※

害
者
総
合
支
援

法
）
が
施
行
さ
れ
、
同
年
10
月
、
地
域
に
お

け
る
障
害
福
祉
に
関
す
る
関
係
者
に
よ
る
連

携
及
び
支
援
の
体
制
に
関
す
る
協
議
を
行
う

た
め
の
会
議
の
場
と
し
て
、
自
立
支
援
協
議

会
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
全
国
の
自
治
体
に
設

置
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

※
障
害
者
総
合
支
援
法
…
障
害
者
の
日
常
生

活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る

た
め
の
法
律
。

設
置
の
背
景

　

障
害
者
自
立
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た
同

年
、
市
内
の
関
係
団
体
に
働
き
か
け
、
「
富

士
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
」
を
組
織
し

ま
し
た
。

　

富
士
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が

安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
障
害
福
祉
に

関
す
る
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
人

が
互
い
に
個
性
を
尊
重
し
合
い
、
と
も
に
手

を
取
り
合
っ
て
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
の
人
に
、
障
害
や

障
害
者
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
と

つ
な
が
り
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
こ
と
の
で

き
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
「
ま
ち
づ
く
り
」

8広報ふじ 2017年10 月 5日号

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
部
会
／
福
祉
施
設
で

働
く
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、
研
修
や

情
報
交
換
な
ど
を
行
う

居
宅
サ
ー
ビ
ス
部
会
／
ヘ
ル
パ
ー
が
支
援
現

場
で
の
課
題
を
話
し
合
い
、
共
有
す
る
こ

と
で
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
す

こ
ど
も
支
援
部
会
／
障
害
児
に
か
か
わ
る
教

育
、
福
祉
、
医
療
関
係
者
が
研
修
な
ど
を

通
し
、
連
携
・
支
援
体
制
の
充
実
を
図
る

く
ら
し
部
会
／
障
害
者
が
地
域
で
生
活
す
る

た
め
の
社
会
資
源
の
情
報
提
供
や
障
害
に

関
す
る
啓
発
活
動
を
行
う

相
談
支
援
部
会
／
障
害
に
関
す
る
相
談
員
が

情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
や
福

祉
制
度
の
向
上
の
た
め
の
検
討
を
行
う

社
会
参
加
支
援
部
会
／
障
害
者
が
地
域
で
望

む
生
活
を
営
め
る
よ
う
、
障
害
種
別
を
超

え
た
交
流
会
や
啓
発
活
動
を
企
画
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
／
地
域
の
難
題
を
解
決

す
る
た
め
、
広
域
的
な
構
成
メ
ン
バ
ー
に

よ
り
期
間
を
設
け
て
集
中
的
に
議
論
す
る

7
つ
の
専
門
部
会

◆

　自立支援協議会は、「障害の有無にかかわら
ず全ての人が安心して生活できるまち」を目
指し、障害のある当事者や家族、福祉施設の
支援者、医療関係者、教育関係者などの立場
の人が協働して活動しています。
　今回は、自立支援協議会の活動内容や、構
成員の思いを紹介します。

      障害があっても安心して生活できるために
             自立支援協議会　



代表者会

事務局会議

全体会議

部会運営会議

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
部
会

居
宅
サ
ー
ビ
ス
部
会

こ
ど
も
支
援
部
会

く
ら
し
部
会

相
談
支
援
部
会

社
会
参
加
支
援
部
会

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

７つの専門部会

自立支援協議会の構成員に
　　　　　　   　   　 聞きました
障害のある当事者の声

富士市障害者自立支援協議会の組織

支援者の声

富士市障害者自立支援協議会を代表して、左から、
富士視覚障害者福祉会会長　望月昇さん、
介助者　一

か

尺
ま

八
づ

寸
か

美智子さん、
精神障害者の家族団体事務局　伊藤幸

さち

子
こ

さん、
富士聴覚障害者協会　鈴木礼子さん、
知的障害者当事者・家族団体理事　富田まやのさん、
難病当事者・家族団体事務局長　秋山悦子さん、
富士市障害者自立支援協議会会長　望月亜矢子さん

和田　彩
さ

起
き

子
こ

さん

　自立支援協議会では、車
椅子で生活する上で困って
いることについて積極的に
発言しています。協議会に
は、さまざまな立場の人が
いるため、私自身も主体的
にかかわることで、ともに
暮らしやすいまちをつくっ
ていけるよう、これからも
実体験を伝え続けます。

　7つの専門部会で協議したことを、「代表者会」「事
務局会議」などで共有し検討を重ねることで、地域の
課題を協働して解決していく仕組みとなっています。

佐藤　由美子さん
（昭隆会　相談支援事業
所ゆうゆう　施設長）

　私は、精神障害者の相談
支援事業所で支援者として
活動しています。自立支援
協議会には、さまざまな事
情を抱えた障害者が参加し
ていますので、当事者の声
に寄り添うことで、「社会
で活躍したい」という思い
を後押しできるような活動
をしていきたいです。

松原　宏
ひろ

樹
き

さん［左］

米山　莉
り

永
え

さん

　精神障害であることを伝
えると、差別されたり偏見
を持たれたりすることが多
くあります。自立支援協議
会は、そういった当事者の
声を、市民に伝えていく発
信の場です。協議会の活動
を通して、障害のある人と
ない人をつなぐ、心のバリ
アフリーを広げたいです。

平野　旭
あきら

さん

　軽度の知的障害の私は、
集団の場に出席したとき
に、「障害があるから理解
できないだろう」と決めつ
けられてしまうことがあり
ます。障害の有無で分け隔
てられることがないよう、
協議会の活動を通して、障
害について知ってもらう活
動をしていきます。
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社
会
参
加
支
援
部
会

　車椅子の乗車体験をした際、
少しの揺れをこれほど怖く感じ
るのかと驚きました。それから
は、乗降の補助の際に「車椅子
を動かします」など不安を取り
除ける声かけをしています。
　知的・精神障害の人にも声か
けなどの配慮をしていますの
で、買い物などの際はバスを
使ってもらえればと思います。

富士急静岡バス（株）　
望月　洋明さん

▲運転士が、実際に車椅子に乗って
　当事者の気持ちを体験

▲スロープを使って、車椅子でバス
　に乗車する方法を運転士が学ぶ

社会参加支援部会　部会長

望月　亜矢子さん
（自立生活センター富士） 障

害
者
が
バ
ス
を
利
用
し
や
す
く

な
る
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
社
会
参
加
支
援
部
会
に
は
、
障
害
の

あ
る
当
事
者
が
多
数
所
属
し
て
い
ま

す
。
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
る
人
か
ら

「
バ
ス
に
乗
っ
た
と
き
に
固
定
さ
れ
ず

怖
い
思
い
を
し
た
」
と
い
う
不
安
の
声

が
あ
り
、
バ
ス
会
社
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
運
転
士
が
障
害
者
と
一
緒
に
車
椅

子
の
乗
車
体
験
す
る
講
習
会
や
、
意
見

交
換
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
で
、
障
害
者
に
配
慮
し
た

バ
ス
の
運
行
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

バ
ス
を
利
用
す
る
人
が
ふ
え
ま
し
た
。

障害者の気持ちを理解すれば
壁を取り除ける

くらし部会　部会長

山本　幸
ゆき

就
なり

さん
（誠信会そびな寮支援員）

く
ら
し
部
会
誰
も
が
ま
ち
に
出
か
け
や
す
く
な
る
た
め
の

「
地
域
福
祉
マ
ッ
プ
」を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

　
く
ら
し
部
会
で
は
、
障
害
者
が
事
業

所
に
通
う
と
き
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と

が
多
い
、
吉
原
中
央
駅
周
辺
の
「
吉
原

商
店
街
」
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
障
害
者
用
の
ト
イ
レ
の
場
所
を
示

す
ほ
か
、「
車
椅
子
で
入
店
で
き
ま
す
」

「
障
害
者
も
温
か
く
受
け
入
れ
て
く
れ

る
店
員
さ
ん
が
い
ま
す
」
な
ど
、
店
舗

ご
と
の
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

　
今
年
度
中
に
完
成
予
定
の
こ
の
マ
ッ

プ
が
、
障
害
者
と
地
域
を
つ
な
ぐ
「
か

け
橋
」
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

　これまでも、足の不自由な人
が来店したときは、椅子に座っ
て休みながら買い物していただ
くなど、配慮してきました。
　吉原商店街には、温かい店員
が迎える店が多くあるので、障
害のある人も遠慮なく買い物に
来ていただきたいと考え、マッ
プづくりに協力しています。

吉原商店街振興組合
内藤　佑樹さん
（内藤金物店　店主）

▲障害者が来店した際の対応を、マ
　ップに掲載するため話し合う

▲店舗内で、車椅子が通れる範囲を
　確認する

障害のある人も、気軽に
買い物を楽しんでほしい
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専門部会の活動の一部を紹介します

　障害のある人と地域を
　 “つなぐ ”活動



富士市障害者自立支援協議会
事務局長

石橋　大
ひろ

徳
のり

さん
（誠信会せふりー
 相談支援専門員）

障害者週間記念の関連イベントに
　　　　　　　　　　　　　　       参加しませんか　　　　

問
い
合
わ
せ
／
障
害
福
祉
課

　
☎（
55
）2
7
6
1
　
5(

53)

0
1
5
1

　

Efu-syougai@
div.city.fuji.shizuoka.jp

　

と　き／ 12 月 9日（土）　　13：30～ 15：15（開場  13：00）　
ところ／フィランセ西館 4階大ホール
内　容／発達障害の当事者による、多様な特性・バックグラウンドを持つ人たちが能力
を生かせる社会づくりについて
講　師／広

ひろ
野
の
ゆいさん（NPO法人D

ディー
D
ディー
A
エー
C
シー
代表）

   
み
ん
な
が
、
安
心
し
て

  
　
　 “

 

共
生”

で
き
る
ま
ち
へ

障害があっても安心して生活できるために

「
障
害
の
こ
と
を
知
る
こ
と
で
、誰
も

が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
り
ま
す
」

◀相談員として、当事
者の声や思いを受
けとめる石橋さん

静
岡
バ
ス
と
の
話
し
合
い
」
は
、
ま

さ
に
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
に
、
障
害

に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
第
一
歩

と
な
る
活
動
で
す
。
同
じ
ま
ち
に
、

障
害
の
あ
る
人
も
暮
ら
し
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

富
士
市
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

は
、今
後
と
も
、「
障
害
者
」と「
地
域
」

を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、　

障
害
の
関
係

者
以
外
の
人
と
も
協
働
し
て
、
と
も

に
生
き
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い

け
る
よ
う
、
そ
の
『
道
し
る
べ
』
と

な
る
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
　
立
支
援
協
議
会
は
、
障
害
の
あ

　
　

る
当
事
者
や
家
族
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
支
援
者
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
医
療
従
事
者
、
教
育
関

係
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
異

な
る
立
場
の
人
の
意
見
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

全
て
の
人
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た

め
の
協
議
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
し
た
こ
と
を
実
現
す

る
た
め
に
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ

ん
へ
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

専
門
部
会
が
行
っ
て
い
る
、「
地
域

福
祉
マ
ッ
プ
の
作
成
」
や
「
富
士
急

自

シンポジウム「笑顔が見つかる 
これが私の子育てだ」

同日開催

講演会「発達障害って知ってる？～僕も私も凸
でこ
凹
ぼこ
だ～」

入場無料
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自立支援協議会

「しごと体験会」
と　き／ 10：00～ 11：30
内　容／福祉事業所の仕事体験や、パネル展
示、相談

同日開催
と　き／ 15：30～ 16：30
シンポジスト／広野ゆいさん、佐野
譲さん（発達ネット代表）、川口尚
子さん（きんもくせいの会代表）、　
井出正則（こども家庭課職員）



防
犯
に
よ
る
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

市
民
安
全
課
　
☎（
55
）2
8
3
1 

5（
51
）0
3
6
7 

富
士
警
察
署
生
活
安
全
課
　
☎（
51
）0
1
1
0
　

富
士
防
犯
協
会
　
☎（
57
）0
3
0
0

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
市
内
で
は
、
こ
と
し
1
〜
8
月
に
、
21
件
、

計
3
2
0
5
万
円
の
振
り
込
め
詐
欺
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

【
振
り
込
め
詐
欺
の
種
類
と
手
口
】

◆
還
付
金
等
詐
欺

　

市
役
所
や
年
金
事
務
所
な
ど
を
か
た
り
、
年

金
や
医
療
費
の
還
付
金
手
続
を
装
っ
て
金
融
機

関
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
ま
で
電
話
で
誘
導
し
、

相
手
方
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

◆
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

電
話
で
息
子
や
警
察
な
ど
を
装
い
、
会
社
で

の
ト
ラ
ブ
ル
の
補
塡
金
や
、
借
金
の
返
済
な
ど

の
名
目
で
、
相
手
方
の
口
座
に
現
金
を
振
り
込

ま
せ
る
。

◆
架
空
請
求
詐
欺

　

不
特
定
多
数
の
人
に
、
有
料
サ
イ
ト
の
利
用

料
金
と
い
っ
た
、
架
空
の
事
実
で
料
金
を
請
求

す
る
文
書
や
メ
ー
ル
を
送
付
し
、
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
。

◆
融
資
保
証
金
詐
欺

　

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
電
話
な
ど
で
融
資
を

誘
い
、「
返
済
能
力
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
」、

「
保
証
金
が
必
要
」
な
ど
の
口
実
で
、
現
金
を

振
り
込
ま
せ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
現
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

自
宅
ま
で
取
り
に
来
る
、
駅
な
ど
で
待
ち
合
わ

せ
て
受
け
取
る
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購
入
さ
せ
て
カ
ー
ド
情

報
を
相
手
方
に
伝
え
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
口
が
あ
り
ま
す
。

【
あ
な
た
も
で
き
る
心
が
け
】

　

電
話
で
次
の
こ
と
を
言
わ
れ

た
ら
、
詐
欺
で
あ
る
こ
と
を
疑

い
ま
し
ょ
う
。

・
親
族
を
か
た
る
電
話

　

「
風
邪
を
引
い
た
。の
ど
の
調
子
が
悪
い
」、

　

「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」
な
ど

↓
一
旦
電
話
を
切
り
、
そ
れ
ま
で
把
握
し
て
い

　

た
電
話
番
号
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

・
市
や
警
察
な
ど
の
公
的
機
関
を
か
た
る
電
話

　

「
手
続
の
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
が
、
今
な
ら

　

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
」、「
手
続
を
す
る
の
で

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
に
向
か
っ
て
く
だ
さ
い
」、「
あ
な
た

　

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
犯
罪
に
使
わ
れ
た

　

の
で
預
か
り
ま
す
」
な
ど

↓
一
旦
電
話
を
切
り
、N
T
T
の
番
号
案
内（
1

　

0
4
）
な
ど
で
公
的
機
関
等
の
番
号
を
調
べ

　

直
し
た
上
で
、も
う
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
不
審
な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ら
、
迷
わ
ず

市
や
警
察
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

平
成
29
年
度 

静
岡
県
薬
物
乱
用
防
止
県
民
大
会

と　

き
／
11
月
11
日（
土
）　

13
時
30
分

　

〜
16
時
10
分
（
開
場　

12
時
45
分
）

と
こ
ろ
／
ロ
ゼ
シ
ア
タ
ー
大
ホ
ー
ル

参
加
費
／
無
料

特
別
講
演
／
講
師
：
N
P
O
法
人
全
国

　

薬
物
依
存
症
者
家
族
会
連
合
会
理
事

　

長　

横
川
江
美
子
さ
ん

　

演
題
：
誰
で
も
起
こ
り
得
る
薬
物
問

　

題
の
怖
さ
（
仮
題
）

そ
の
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
／

・
県
表
彰
（
薬
物
乱
用
防
止
功
労
者
、

　

薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
コ

　

ン
テ
ス
ト
入
賞
者
）

・
市
表
彰
（
薬
物
乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ー

　

・
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
）

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
Cチ
ア

ー

ズ

H
E
E
R
S 

　

Fフ
ァ

ク

ト

リ

ー

A
C
T
O
R
Y
に
よ
る
チ
ア
リ
ー

　

デ
ィ
ン
グ
）

・
大
会
宣
言
（
市
内
高
校
生
代
表
）

申
し
込
み
／

　
　

10
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
F
A
X

　

ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
、
参
加
者
の
氏

　

名
、「
薬
物
乱
用
防
止
県
民
大
会
観
覧

　

希
望
」
と
記
入
し
、
市
民
安
全
課
へ

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
人
数
把

　

握
の
た
め
事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　

さ
い
。

5（
51
）0
3
6
7

A  si-shim
inanzen@

div.city.fuji.

　

shizuoka.jp

全
国
薬
物
依
存
症
者
家
族
会
連
合
会
は

・
薬
物
依
存
症
者
を
抱
え
る
家
族
や
家

　

族
会
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

・
薬
物
依
存
症
者
の
回
復
・
社
会
復
帰

　

施
設
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
、
あ
ら
ゆ
る
薬
物
乱
用
を
な
く
そ
う
！

富
士
市
薬
物
乱
用
防
止
市
民
大
会
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一
般
的
に
3
歳
児
健
診
以
降
、
小
学
校
入
学
ま
で

眼
科
医
に
よ
る
眼
科
健
診
の
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
の
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
も
、
必
ず
3

歳
児
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
3
歳
児
健
診
の
問
診
票
や
日
程
表
な
ど
は
、
対
象

と
な
る
子
ど
も
の
誕
生
月
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
日
程
表
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
も
ご
ら
ん

い
た
だ
け
ま
す
。

子
ど
も
の
目
の
成
長

子どもの視力は生まれてから約 6～ 7年かけて、物を見ることによって発達します。子どもの目がど
のように成長しているのかを知り、健康な目を形成するために必要な生活習慣を身につけましょう。

10月10日は目の愛護デー
子どもの時期から目を大切に

7
歳
〜

目
の
機
能
が
完
成

7
歳
以
降
は
、
成
長
期
に
眼

球
が
長
く
な
り
、
近
視
が
進
む

場
合
が
あ
り
ま
す
。

4
〜
6
歳

視
力
が
1
・
0
以
上
に

4
歳
で
約
75
％
、
5
歳
で
約

85
％
、
6
歳
で
ほ
ぼ
1
0
0
％

の
子
ど
も
が
、
視
力
1
・
0
以

上
に
な
り
ま
す
。

1
〜
3
歳

平
均
視
力
が
約
0
・
8
に

発
育
と
と
も
に
目
も
成
長
し

ま
す
。
平
均
視
力
は
、
1
歳
で

約
0
・
3
、
2
歳
で
約
0
・
6

で
す
。

生
後
1
〜
4
か
月

物
が
見
え
る

生
後
1
〜
2
か
月
は
動
く
も

の
が
わ
か
る
程
度
。
3
〜
4
か

月
で
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②明るいところで
　　見よう

③遠くを見よう ①目を休めよう

発
見
さ
れ
る
視
力
の
異
常

・
眼
位
（
黒
目
の
位
置
）
の
異
常　

・
遠
視

・
近
視　

・
乱
視　

・
弱
視　

な
ど

問い合わせ　健康対策課母子保健担当　164-8994　564-7172

テレビやスマートフォ
ンなどの画面を見るとき
は、時間を決めて見ましょ
う。

本やスマートフォンな
どを見るときは、手元だけ
でなく、部屋全体を明るく
しましょう。

1点を凝視すると目に
負担がかかります。数分に
一度、焦点を合わせる場所
を変えましょう。

目
を
大
切
に
す
る
た
め

の
3
つ
の
約
束

目
の
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
、
毎
日
の
過
ご
し
方

が
大
切
で
す
。次
の
3
つ
の
約
束
を
子
ど
も
に
伝
え
、

乳
幼
児
期
か
ら
目
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

3
歳
ご
ろ
は
目
の
機
能
の
発
達
を
知
る
大
切
な
時

期
で
す
。
市
で
は
、
市
医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
平

成
23
年
度
か
ら
眼
科
医
に
よ
る
診
察
を
、
平
成
24
年

度
か
ら
視
能
訓
練
士
に
よ
る
検
査
機
器
を
用
い
た
屈

3
歳
児
健
診
で
視
覚

異
常
の
早
期
発
見
を

折
検
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。健

診
会
場
で
、
眼
科

医
に
よ
る
問
診
・
診
察

と
と
も
に
、
即
時
に
デ

ー
タ
化
さ
れ
る
屈
折
検

査
を
行
う
こ
と
で
、
視

覚
の
異
常
を
高
い
確
率

で
発
見
で
き
ま
す
。

【 

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】
く
ら
し
と
市
政
↓
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
か

　
ら
探
す
↓
子
育
て
↓
健
診
・
相
談
↓
3
歳
児
健
康
診
査
・
セ

　
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
ふ
じ
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問い合わせ／保健医療課
155-2739　553-5586

ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
る
の
？

せ
き
、
鼻
水
、
喉
の
痛
み
に
加
え
、

38
度
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、

筋
肉
痛
な
ど
、
全
身
に
症
状
が
出
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。
特
に
、
乳
幼
児
や
高

齢
者
、
持
病
の
あ
る
人
、
妊
娠
中
の
女

性
は
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、
注
意
が

必
要
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

 

予
防
方
法
は
？

❶
流
行
前
の
予
防
接
種

発
症
の
可
能
性
を
低
く
し
ま
す
。
発

症
し
た
場
合
で
も
重
症
化
防
止
に
有
効

で
す
。

❷
小
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が
い

外
出
後
や
食
事
前
に
は
、
石
け
ん
な

ど
を
使
っ
て
丁
寧
に
手
洗
い
を
し
ま
し

ょ
う
。
う
が
い
や
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ

る
手
・
指
の
消
毒
も
効
果
的
で
す
。

❸
ふ
だ
ん
の
健
康
管
理

日
ご
ろ
か
ら
十
分
な
栄
養
と
睡
眠
を

と
り
、
体
の
抵
抗
力
を
高
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

❹
適
切
な
湿
度
の
保
持

空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
喉
の
粘
膜
の

防
御
能
力
が
低
下
し
ま
す
。室
内
で
は
、

50
〜
60
％
の
適
切
な
湿
度
を
保
つ
こ
と

が
効
果
的
で
す
。

❺
人
混
み
を
避
け
る

流
行
す
る
時
期
に
は
、
な
る
べ
く
人

混
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
混
み

合
う
場
所
で
は
、
不ふ

織し
ょ
く

布ふ

製
マ
ス
ク
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

 

か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

▼
早
目
に
か
か
り
つ
け
の
内
科
・
小
児

科
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

▼
発
汗
な
ど
に
よ
る
脱
水
症
状
を
防
ぐ

た
め
、
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し

ょ
う
。

▼
周
り
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
、

せ
き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
を
人
に
向
け

て
発
し
な
い
こ
と
や
、
不
織
布
製
マ

ス
ク
の
着
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

▼
熱
が
下
が
っ
て
も
数
日
間
は
、
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
残
っ
て
い
ま
す
。
混

み
合
う
場
所
へ
の
外
出
は
控
え
ま
し

ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
時
期

下
の
グ
ラ
フ
は
、
平
成
27
・
28
年
度

の
定
点
医
療
機
関
（
県
に
よ
り
定
め
ら

れ
た
県
内
全
体
1
3
9
か
所
と
富
士
保

健
所
管
内
15
か
所
の
内
科
･
小
児
科
）

の
１
医
療
機
関
当
た
り
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
患
者
数
で
す
。
流
行
開
始
の
目
安

と
さ
れ
て
い
る
報
告
数
は
1
で
、
10
を

超
え
る
と
注
意
報
レ
ベ
ル
、
30
を
超
え

る
と
警
報
レ
ベ
ル
に
な
り
ま
す
。

国
内
で
は
例
年
12
月
か
ら
3
月
が
流

行
時
期
で
す
が
、
平
成
28
年
度
の
富
士

保
健
所
管
内
で
は
、
11
月
下
旬
に
流
行

開
始
と
な
り
、
1
月
上
旬
に
注
意
報
レ

ベ
ル
を
超
え
、
2
週
間
後
に
警
報
レ
ベ

ル
を
超
え
ま
し
た
。

流
行
の
ピ
ー
ク
は
毎
年
異
な
る
の
で
、

早
い
時
期
か
ら
対
策
を
し
て
、
感
染
の

予
防
と
拡
大
防
止
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
市
内
医
療
機
関
で
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
子
ど
も

対
象
／
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
、
満

1
歳
〜
高
校
3
年
生
相
当
年
齢
の
人

接
種
期
間
／
10
月
1
日
〜
平
成
30
年

2
月
28
日

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、
年
齢
と

住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

公
費
負
担
／
1
回
の
接
種
に
つ
き
、

1
0
0
0
円
を
助
成

公
費
負
担
回
数
／ 

1
〜
12
歳　

2
回

13
歳
以
上　

1
回

■
高
齢
者

対
象
／
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
、

65
歳
以
上
、
ま
た
は
60
〜
64
歳
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
や
、

エ
イ
ズ
に
よ
る
障
害
が
あ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
相
当
の
人

接
種
期
間
／
10
月
1
日
〜
平
成
30
年

1
月
31
日

持
ち
物
／
保
険
証
や
運
転
免
許
証
な

ど
、
氏
名
と
年
齢
、
住
所
を
確
認

で
き
る
も
の

公
費
負
担
回
数
／
1
回

自
己
負
担
／
1
6
2
0
円
（
生
活
保

護
受
給
世
帯
の
人
は
無
料
）

•
委
託
契
約
を
し
て
い
な
い
施
設
・

市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場

合
、
料
金
の
全
額
が
自
己
負
担
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

•
入
院
・
入
所
な
ど
、
や
む
を
得
な

い
事
情
で
、
市
外
で
の
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、「
接
種
依
頼
書
」
が

必
要
で
す
。
事
前
に
、
健
康
対
策

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
接
種
の
助
成
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ

　

健
康
対
策
課
（
フ
ィ
ラ
ン
セ
内
）

　
1（
64
）8
9
9
2

　

5（
64
）7
1
7
2

インフルエンザの流行する時期が近づいてきました。流行を防
ぐため、一人一人が「うつらない」「うつさない」を心がけ、家
庭や学校、職場などで、感染の予防と拡大防止に努めましょう。

予防接種費用を助成

ご注意を！に

（人）

0

10

20

30

40

50

60 富士管内（28年度）
富士管内（27年度）
県内（28年度）
県内（27年度）

3/20

～

3/26
3/13

～

3/19
3/6

～

3/12
2/27

～

3/5
2/20

～

2/26
2/13

～

2/19
2/6

～

2/12
1/30

～

2/5
1/23

～

1/29
1/16

～

1/22
1/9

～

1/15
1/2

～

1/8
12/26

～

1/1
12/19

～

12/25

感染症動向調査定点当たりのインフルエンザ患者数※
年
末
年
始
は
定
点
医
療
機
関
の
休
診

日
が
多
く
な
る
た
め
、
患
者
数
の
集

計
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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流
れ
て
い
る
こ

と
や
、
茶
畑
が

あ
る
こ
と
な
ど

が
、
こ
の
浮
世

絵
と
共
通
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
も
こ
の

場
所
を
訪
れ
て

い
た
だ
き
、
北
斎
が
生
き
た
時
代
の
歴
史
や

ロ
マ
ン
に
浸
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
説
の
立
証
に
向
け
、古
文
書

や
資
料
な
ど
を
集
め
る
ほ
か
、
地
元
の
高
齢

者
に
聞
き
取
り
調
査
を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

資
料
を
お
持
ち
の
人
や
活
動
を
応
援
し
た

い
人
は
、法
蔵
寺
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
／
法
蔵
寺
　
☎（
35
）0
0
9
5

まちかど　 ネットワークまちかど　 ネットワーク

HAPPY
PHOTO’S

我
が
家
の

　
ア
イ
ド
ル 佐野 偉

い

織
おり

ちゃん（大淵）
H28 . 10 . 25 生

  「いおの笑顔大好きだよ」

三
み

國
くに

 沙
さ

弥
や

ちゃん（久沢）
H29 . 1 . 6 生

「 この笑顔でみんなを幸せ
にしてくれるね♥」

長谷川 智
とも

也
や

ちゃん（久沢）
H29 . 2 . 15 生

「 たくさん食べて大きくな
　ってね！」

★
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
大
募
集
!!

　
子
ど
も
の
写
真（
顔
全
体
が
写
っ
て

い
る
横
写
真
）
を
大
募
集
!!
詳
し
く

は
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
ま
で
。

1（
55
）2
7
0
0

　

5（
51
）1
4
5
6

Eso-citypro@
div.city.fuji.shizuoka.jp

　
　

飾し
か

北ほ
く

斎さ
い

の
浮
世
絵
「
冨ふ

嶽が
く

三
十
六
景
」

　
　

の
一
つ
「
駿
州
片
倉
茶
園
ノ
不ふ

二じ

」が
、

法
蔵
寺
（
中
野
）
か
ら
見
た
景
色
で
は
な
い

か
と
い
う
説
の
立
証
を
目
指
し
、
地
元
住
民

に
よ
る
「
富
士
市
に
残
る
北
斎
の
足
跡
を
辿

る
会
」
が
、こ
と
し
9
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

　

地
域
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、
発
信
す
る
こ

と
で
、
市
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
年
齢
も
職

業
も
異
な
る
14
人
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動
し
て

い
ま
す
。
研
究
し
て
い
る
浮
世
絵
は
、
富
士

山
を
背
景
に
沢
や
茶
畑
な
ど
が
描
か
れ
て
い

ま
す
が
、
現
在
も
場
所
が
特
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

代
表
の
佐
野
隆た

か

洋ひ
ろ

さ
ん（
中
野
・
写
真
右

か
ら
2
人
目
）は
、「
私
た
ち
は
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
、
こ
の
景
色
が
『
駿
州
片
倉
茶
園
ノ

不
二
』
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
伝
法
沢
が

地域の魅力の掘り起こしに挑戦！
『富士市に残る
　　 北斎の足跡を辿

たど
る会』

れ
る「
鍵
管
理
機
」の
設
置
を
進
め
て
い
て
、

利
用
時
間
に
合
わ
せ
て
鍵
を
受
け
取
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
鍵
管
理
機
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
夜
間
照
明
が
あ
る
学
校
を
優
先
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
9
月
末
時
点
で
全
44
校
の

う
ち
8
校
が
未
設
置
で
、
今
後
は
体
育
館
の

改
修
に
合
わ
せ
て
設
置
し
、
そ
れ
以
外
は
年

2
校
程
度
ず
つ
設
置
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
／
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

　
　
　
　
　
　

☎（
55
）2
7
2
2

　
　

回
は
、「
学
校
体
育
施
設
を
利
用
す
る
際

　
　

の
、鍵
の
受
け
取
り
方
法
が
不
便
で
す
。

I アイ
Cシー
カ
ー
ド
を
使
っ
て
開
け
ら
れ
る
鍵
箱
の

設
置
が
進
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
進
捗

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ご
意
見

に
対
す
る
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

　

市
は
、
登
録
団
体
を
対
象
に
、
平
日
の
夜

間
や
土
・
日
曜
日
な
ど
、
小
・
中
学
校
、
市

立
高
校
が
授
業
や
行
事
で
使
わ
な
い
時
間
帯

に
、
学
校
体
育
施
設
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
利
用
者
が
、
学
校
の
事
務

職
員
の
勤
務
時
間
中
に
事
務
室
で
鍵
を
受
け

取
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
市
で

利
用
登
録
済
み
の
I
C
チ
ッ
プ
つ
き
カ
ー
ド

を
か
ざ
す
と
鍵
の
入
っ
た
保
管
箱
が
開
け
ら

今市
長
か
ら
の
回
答

※
専
用
は
が
き
は
、
市
役
所
な
ど
の
公
共

　
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
市
は
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
設
け
、

市
政
に
つ
い
て
ご
意
見
や
ご
提
言
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す

 鍵管理機

葛か

つ

「駿州片倉茶園ノ不二」
  (山梨県立博物館所蔵)
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お 知 ら せ募 集

世
せ

界
か い

の料
りょう

理
り

で異
い

文
ぶ ん

化
か

交
こ う

流
りゅう

　外
が い

国
こ く

人
じ ん

参
さ ん

加
か

者
し ゃ

募
ぼ

集
しゅう

多
た

文
ぶん

化
か

･ 男
だん

女
じょ

共
きょう

同
どう

参
さん

画
かく

課
か

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

室
しつ

　155-2704
と　き／11月

がつ

12日
にち

a
にち

　9:30～14:00
ところ／富

ふ

士
じ

駅
えき

北
きた

まちづくりセンター調
ちょう

理
り

実
じっ

習
しゅう

室
しつ

内
ない

　容
よう

／世
せ

界
かい

の料
りょう

理
り

をつくり、交
こう

流
りゅう

を深
ふか

める（外
がい

国
こく

人
じん

は主
おも

に日
に

本
ほん

料
りょう

理
り

をつくります）
対
たい

　象
しょう

／富
ふ

士
じ

市
し

に在
ざい

住
じゅう

、または在
ざい

勤
きん

の外
がい

国
こく

人
じん

（中
ちゅう

学
がく

生
せい

以
い

上
じょう

）
定
てい

　員
いん

／15人
にん

（先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）　参
さん

加
か

費
ひ

／500円
えん

申
もう

し込
こ

み・問
と

い合
あ

わせ／10月
がつ

19日
にち

～11月
がつ

5
いつか

日に参
さん

加
か

費
ひ

を持
も

って、直
ちょく

接
せつ

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

ラウンジF
フ ィ ス

ILS（富
ふ

士
じ

市
し

交
こう

流
りゅう

プラザ内
ない

）へ 164-6400
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県立美術館移動美術展（無料）

富士山かぐや姫ミュージアム　121-3380
と　き／11月 3日～12月 3日　9:00～16:30
ところ／富士山かぐや姫ミュージアム
内　容／｢富士山と静岡ゆかりの画家
たち｣（11月12・26日　各日曜日の
14:00から、県立美術館学芸員によ
る作品解説あり。当日直接会場へ）

歯周疾患検診

健康対策課　164-8993
と　き／11月 8日d・20日b・28日c、
12月 6日d・11日b

受付時間／12:50～13:10、13:20～13:40、
13:50～14:10、14:20～14:40（各日とも）
ところ／フィランセ西館 1階歯科検診室
内　容／歯科検診、口腔衛生指導（受
け付けから 1人 1時間程度）
対　象／今年度40・50・60・70歳に
なる市内在住の人
費　用／300円（平成28年度市民税非
課税世帯・生活保護受給者は無料）
申し込み／事前に、電話で健康対策課へ

市立看護専門学校学生祭 
第25回　紫

し

苑
お ん

祭
★演奏会
と　き／10月20日f　13:30～15:00
内　容／十

じゅう

鳥
とり

勉
つとむ

さん・十鳥ゆりか
さん・初

はつ

鹿
か

野
の

翔さんによる「オ
ータムコンサート～はずむサウ
ンド、希望をのせて～」
入場料／無料（当日直接会場へ）
★校内イベント・一般公開
と　き／10月21日g　10:00～15:00
内　容／学習発表、
バザー、模擬店、
進路相談、模擬授
業（10:30～11:15）
※荒天時は22日aに
順延。
市立看護専門学校　164-3131

夜間納税相談
10月25日D 17:15～19:00

収納課　155-2730

 特定任期付富士市職員（弁護士）募集
人事課　155-2711

多様化・複雑化する行政ニーズ
に的確に対応し、市民サービスの
さらなる向上と法務マネジメント
機能を強化するため、弁護士資格
を有し高度な専門知識を行政分野
で発揮できる人を、特定任期付職
員として採用します。
試験日／11月25日g（書類審査・面接）
採用予定日／平成30年 4月 1日（平
成30年7月1日までの間で調整可）

任用期間／ 3年（最長 5年まで更新あり）
応募資格／ 3年以上の弁護士実務
経験がある人
※年齢不問。
職　位／課長級
給　料／月額53万2,000円
必要書類／試験申込書、自己紹介書
申し込み／市ウェブサイトで電子
申請するか、必要書類を直接ま
たは郵送（書留）で、〒417-8601　
富士市役所人事課へ

地域包括支援センター職員

高齢者介護支援課　155-2951
勤務地／ 
①吉原西部地域包括支援センター
（国久保1-11-36） 
②富士北部地域包括支援センター
（本市場新田32-5） 
③富士南部地域包括支援センター
（横割本町2-17） 
④富士川地域包括支援センター　
（岩淵137-1） 
⑤北部地域包括支援センター　
（一色218-10）
募集職種／①保健師または経験のあ
る看護師、社会福祉士②社会福祉
士③④保健師または経験のある看
護師、社会福祉士、主任介護支援
専門員⑤保健師または経験のある
看護師
募集人数／①②⑤各 1人③④各若干
人
勤務時間／月～金曜日　8:30～17:30
申し込み・問い合わせ／11月10日f

までに、電話で高齢者介護支援課
へ

市営住宅駿河台団地 
（シルバーハウジング）入居者

住宅政策課　155-2817
募集団地／駿河台団地南棟102号室
（今泉2282-2）
間取り／ 2 DK（ 6畳・ 6畳・DK）
家　賃／ 1万9,800円～ 3万8,800円
入居資格／60歳以上の単身世帯、夫
婦双方またはいずれかが60歳以上
の世帯など
申し込み／申込用紙（住宅政策課で
配布）に必要書類を添付し、10月
20～31日（土・日曜日は除く）の
8:30～17:15に、直接住宅政策課へ

市営住宅田子浦団地 
（車いす使用者向け住宅）入居者

住宅政策課　155-2817
募集期間／12月12～28日
募集戸数／ 2DK 2戸（単身入居可能）
※この建物は、既存の建物に新たにエ
レベーターを設置し、一部車いす対
応の部屋に改修を行ったものです。

入居予定日／平成30年 5月1日（予定）
家　賃／入居者の所得による
入居資格／①市内在住・在勤の人②
申込者もしくは同居家族が肢体不
自由 2級以上の身体障害者手帳を
交付されていて、屋内・屋外を問わ
ず車いすを常用している人③収入
が政令で定める基準以下の人④確
実な連帯保証人（市内在住の親族）
がいる人⑤市税の滞納がない人⑥
持ち家がない人（共有名義を含む）

※詳しくは、住宅政策課へ。
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シティプロモーション課　155-2736

次の案件を策定するに当たり、皆さんの意見を募集します。
パブリック・コメント募集 ～市政への意見反映制度～

①案件名　富士市中小企業及び小規模企業振興基本条例（案）
内　容／市内の中小企業及び小規模企業の振興につい
ての基本理念や市の責務、基本的施策を定めるなど、
これまでの富士市中小企業振興基本条例の全部改正
を行います

担当課／ 産業政策課　155-2952　551-1997 
Esa-sangyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

②案件名　富士市生活排水処理長期計画（案）
内　容／汚水処理施設の整備・運営管理計画を策定する上で基
本となる現行計画（平成21年度策定）を、社会情勢の変化及
び進捗管理・点検の結果に対応するため「早く・安く・効率
的・持続可能」の 4点を方針として計画の見直しを行います

担当課／ 下水道建設課　155-2803　553-0902 
Egesuiken@div.city.fuji.shizuoka.jp

募集期間／10月13日～11月15日
提出方法／直接または郵送・FAX・Eメール・市ウェブサイトの専用フォームで、〒417-8601　富士市役所①産業
政策課②下水道建設課へ（直接の場合、土・日曜日、祝休日は除く）

※詳しくは、募集開始日以降に、各担当課・中央図書館及び各地区まちづくりセンターにある資料、市ウェブサ
イトのパブリック・コメントコーナーをごらんください。

第 2回空きビル・空き店舗活用
実践会議・現地見学会参加者

商業労政課　155-2907
と　き／10月21日g　13:00～17:00
ところ／市民活動センターコミュニ
ティfなど
内　容／遊休不動産の活用策を検討
する勉強会、マルイチビル・澤田
ビルなどの見学
対　象／遊休不動産活用にかかわり
のある人、活用に興味がある人
申し込み・問い合わせ／事前に電話
で、富士山まちづくり㈱へ 
 167-1223

富士市成人式
と　き／平成30年 1月 7日a　
受付13:15～、開式14:00～
ところ／ロゼシアター大ホール
対　象／市内在住の平成 9年 4月
2日～平成10年 4月 1日に生ま
れた人
★市外に転出していて、成人式への
参加を希望する人は、平成30年1
月 5日Fまでに、市ウェブサイト
で電子申請するか、8:30～17:15
（土・日曜日、祝休日、年末年始
は除く）に、電話で社会教育課へ
※案内状は、12月上旬から順次発送予定。

社会教育課　155-0560

（一財）富士市勤労者福祉 
サービスセンター正規職員

商業労政課　155-2778
試験日／第 1次試験　11月25日g

募集職種／事務職
応募資格／平成 4年 4月 2日以降に
生まれた人で、普通自動車運転免
許を有する人（取得見込みも可）
募集人員／ 1人
申し込み・問い合わせ／10月10 ～ 31
日に、試験申込書・自己紹介書・受験票
（（一財）富士市勤労者福祉サービスセン
ターで配布、ウェブサイトでダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、直接または
郵送（簡易書留）で、〒417-0052　中央
町2-7-11（一財）富士市勤労者福祉サー
ビスセンターへ　　　　　157-0310 
Bhttps://fuji-kyousai.zenpuku.or.jp

「新人音楽家による演奏会2018」 
出演者

ロゼシアター　160-2510
公演日／平成30年 3月 8日e

※夜公演を予定しています。
ところ／ロゼシアター小ホール
募集期間／11月 1～24日（必着）
※応募方法・資格など詳しくは、ロ
ゼシアターウェブサイトをごらん
になるか、直接窓口へ。 
 Bhttp://rose-theatre.jp

水陸両用バス　田子の浦港 
デモンストレーション試乗者（無料）

産業政策課　155-2816
と　き／12月10日a　10:00～14:00
の間で計 4便
ところ／田子の浦港
対　象／市内在住・在学・在勤の 5歳
以上の人（小学生以下は保護者同伴）
定　員／120人（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／10月31日c（必着）まで
に、はがきまたはFAX・Eメール
に参加者全員の住所・氏

ふり

名
が な

・年齢
・電話番号を記入し、〒417-8601　
富士市役所産業政策課へ
※申し込みは1通につき2人まで可。
※天候など実施要件を満たさない場
合中止の可能性があります。 
 551-1997 
 Esa-sangyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

富士山宝永火口トレッキング
参加者（ガイドつき）
富士山・観光課　155-2777

と　き／10月28日g　10:00～15:00
集合場所／富士宮口五合目展望広場
対　象／小学生以上（中学生以下は
保護者同伴）
定　員／40人（応募者多数の場合抽せん）
参加費／300円（保険料）
申し込み／10月19日eまでに、直接
または電話で富士山観光交流ビュ
ーローへ 164-3776

○納入 期限　10月31日C 
（納入通知書は、10月中旬に郵送します）
○口座振替日　10月30日B

10月の水道料金・下水道使用料　上下水道お客様センター　155-2846

申し込み／直接、市指定金融機関の窓口へ
持 ち 物／通帳・印鑑（届印）・水栓番号（各
世帯配付の「使用水量等のお知らせ」に記載）

～納入は便利で確実な口座振替で～

※納入は 2か月に 1度です（地区によって納入月が異なります）。

10月は『里親月間』です
こども家庭課　155-2763

〈里親月間記念事業セミナー〉
と　き／10月28日g　10:00～16:30
ところ／富士宮市役所 7階特大会議室
内　容／シンポジウム、里親体験
談、新規里親説明会など
申し込み／事前に予約が必要です。 
電話で「パラソル」へ
〈新規里親相談会〉

と　き／10月22日a　9:30～12:00
ところ／富士児童相談所（県富士
総合庁舎内）
内　容／里親制度の説明・個別相談
申し込み／当日直接会場へ
問い合わせ／パラソル 132-8125
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児童手当・特例給付の 
振り込みをご確認ください
9月22日fまでに児童手当・特例給

付現況届の手続が完了した人に対し、
児童手当・特例給付の10月期分（ 6～
9月）を10月10日cに受給者の口座
に振り込みます。ご確認ください。

こども家庭課　155-2738

講座・教室

りぷす富士各種事業
市立富士体育館　153-0900　　　　ラ・ホール富士　153-4300
富士市交流プラザ　165-5523　富士川ふれあいホール　181-2333

教　室 申込先・会場 申込期間
親子ふれあい運動あそび 市立富士体育館 10月15日～11月 5日
音楽と楽しむおいしいコーヒーの入れ方 ラ・ホール富士 10月18日d受講券販売開始
❶名作映画上映会「続・深夜食堂」
❷ワンコインコンサート 富士市交流プラザ ❶10月20日f整理券配布開始

❷10月21日g入場券販売開始
❶ふれあいホール影絵劇場
❷富士川名画座「第三の男」

富士川ふれあい
ホール

❶10月20日f入場券配布開始❷11月 1日d

※申込方法、受講料など詳しくは、りぷす富士ウェブサイトをごらんにな
るか、各申込先へ。 Bhttp://www.fuji-kousya.jp

食生活講座

健康対策課　164-8994
①野菜もりもり編
と　き／11月15日d　10:00～12:30
ところ／岩松まちづくりセンター調理室
②上手なあぶらの摂

と

りかた
と　き／11月17日f　10:00～12:30
ところ／松野まちづくりセンター調理室

・・・・①②とも・・・・
定　員／各20人（先着順）
受講料／500円程度
持ち物／エプロン、三角巾、布巾 2
枚、筆記用具
申し込み／①は10月20日～11月5日、 
②は10月19日～11月 7日（土・日
曜日、祝休日は除く）に、電話で
健康対策課へ

生産現場改善リーダー 
養成セミナー
産業政策課　155-2779

生産性の向上と技術革新の下地づ
くりを担う、生産現場の中核人材を
育成します。
と　き／平成30年 1月11日e　9:00
～17:00、1月19日f　9:00～16:45、 
1月24日d　9:00～17:00　計 3回

ところ／富士工業技術支援センター
（ 1月19日のみ富士市交流プラザ）
内　容／生産現場の問題解決手法の習得
講　師／QCサークル指導士（ジヤト
コ㈱品質保証部社員）
対　象／市内企業の社員などで 3回
全て受講できる人
定　員／15人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／無料（ 1月19日はQCサーク
ル東海支部静岡地区東部新春大会
聴講費として別途4,500円実費負
担あり）
申し込み／11月30日eまでに、申込
書（市ウェブサイトでダウンロー
ド可）に必要事項を記入し、直接
または郵送・FAX・Eメールで、
〒417-8601　富士市役所産業政策
課へ 551-1997 
 Esa-sangyou@div.city.fuji.shizuoka.jp

うつ病家族講座（無料）

健康対策課　164-8993
と　き／11月18日g　14:00～16:00、
25日g　14:00～15:30　計 2回
ところ／フィランセ
内　容／髙木啓

あきら

さん（鷹岡病院院長）
によるうつ病・うつ状態についての講
義、臨床心理士による望ましいサポー
トの仕方の講義、グループトーク

対　象／市内在住・在勤で、うつ病
またはうつ状態にある人の家族・
知人など（当事者本人は除く）
定　員／20人程度
申し込み／10月19日eから受け付け
ます。電話で健康対策課へ
※18日の講義のみ対象者以外の聴講
も可（20人程度。先着順）。
※あわせて、うつ病の家族を支えた
ことがある経験者も募集します。

「昔話をきく会」（無料）

東図書館　138-1550
と　き／11月 2日e　10:00～11:00
ところ／東図書館
内　容／大人が楽しめる「食べ物が
出てくるお話」

語り手／富士・ストーリーテリング研究会
申し込み／当日直接会場へ

看護師等再就業準備講習会 
（無料）
保健医療課　155-2739

看護師などの資格を持ち、現在就
業していない人に、最近の看護現場
の様子の紹介や、看護の基礎技術の
講習を行います。
と　き／11月15～17日の 3日間　
各9:00～16:00
ところ／沼津市立病院（沼津市）
対　象／看護の仕事をしていない看
護職免許保有者
申し込み・問い合わせ／11月 1日d

までに、電話またはFAX・Eメー
ルで、静岡県ナースセンター東部
支所へ 1・5055-920-2088 
 Enumazu@nurse-center.net

10月の教育委員会会議
10月定例会を開催します 
（どなたでも傍聴できます）

と　き／10月23日b　13:30～
ところ／市役所 9階第 2委員会室
 教育総務課　155-2865

マカロニでクリスマスリース
を作ってみよう！

福祉総務課　155-2757
と　き／11月 9日e　10:00～12:00
ところ／地域交流センターみんなの
家（南松野2604-1）

対　象／市内在住の人
定　員／15人（先着順）
参加費／ 600円　持ち物／はさみ
申し込み・問い合わせ／10月23～26
日の10:00～16:00に、直接または
電話で、地域交流センターみんな
の家へ 156-1502

悪質電話対策機器購入費 
補助金を交付しています

市民安全課　155-2831
悪質商法業者や振り込め詐欺グ
ループによる被害を防ぐため、悪
質電話対策機器購入費補助金（上
限 1万円）を交付しています。
受付期間／予算がなくなり次第終
了（先着順）
対　象／市内在住の65歳以上の人
申し込み・問い合わせ／購入予定
の機器の見積書の写し・仕様が
わかる書類（カタログなど）を
持参し、直接市民安全課へ
※必ず購入前に申請してください。
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8日A 富士レディースクリニック 21-1111 富士見台 加 藤 医 院 34-0011 比 奈 長谷川耳鼻咽喉科医院 30-8733 浅間本町 藤 原 接 骨 院 21-3309 神 戸
9日B 長谷川産婦人科医院 53-7575 吉原5 天神眼科医院 2

（0544）
3-7050 富士宮市 内藤耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
87-1717 長泉町 望 月 整 骨 院 61-3946 十兵衛

15日A 船津クリニック 65-7272 川成新町 小森眼科クリニック 21-0333 伝 法 たかひろ耳鼻咽喉科医院 66-5100 宮 島 渡 辺 接 骨 院 61-0548 富士町
22日A 宮﨑クリニック 66-3731 松 岡 渡辺クリニック 22-1500 富士見台 三島耳鼻咽喉科クリニック 9

（055）
35-6681 沼津市 富士中島整骨院 38-9653 中 島

29日A 池田産婦人科医院 21-2228 石 坂 聖隷富士病院 52-0780 南 町 三島中央病院 9
（055）
71-4133 三島市 よしだ接骨院 88-1190 富士見台

と　

き

10月の接骨師会 
休日当直当番

眼
が ん

科
か Ophthalmology
Oftalmolagia

9:00～17:00
耳
じ

 鼻
び

 科
か Otorhinolaryngology
Otorrinolaringologia

8:00～17:00
産
さ ん

婦
ふ

人
じ ん

科
か Gynecology＆Obstetrics
Gineco-Obstetrica

8:00～18:00
柔
じゅう

道
ど う

整
せ い

復
ふ く Bonesetter

Clinica de osteopatia

9:00～17:00

Emergency Hospitals Available on Holidays
Pronto Socorro em  atendimento fim de semana e feriados10月の救急当番医 救急当直医案内

151-9999

内
な い

科
か

・小
しょう

児
に

科
か

・外
げ

科
か Internal Medicine/Pediatrics/Surgery

Clinica Geral/Pediatria/Cirurgias
歯科医師会館　153-5555
　　　　　　　伝法2850-3
日曜日・祝休日 9:00～12:00
　　　　　　  13:00～16:00

歯
し

　科
か Dentistry
Dentistas

救急医療センター　151-0099　津田217-2
平日19:00～翌8:00　土曜日14:00～翌8:00　日曜日・祝休日 9:00～翌8:00
〈診療上の注意〉必ず保険証とお薬手帳（ある場合）を持参してください。緊急性により診察順が変わります。
投薬は 1 日分です。子どもが受診する場合は、早目の時間帯にお越しください。
共立蒲原総合病院（主に内科）　181-2211　中之郷 2500-1
診療可能な科目や時間帯は日によって異なります。受診の際は、必ず病院へ電話でお問い合わせください。

ご近所さんの 
運動教室指導者養成講座（無料）

高齢者介護支援課　155-2951
と　き／11月22日d・29日d、12月
8日f・22日f、平成30年 1月19
日f、 2月 9日f、 3月16日fの
各9:30～11:00　計 7回（11月22・
29日は9:30～11:30）

ところ／フィランセ西館 4階大ホー
ル（11月22日は消防防災庁舎 7階
大会議室）

内　容／介護予防についての講義、
運動教室で使える実技など

対　象／市内在住の18歳以上で、養
成講座修了後に高齢者向けのボラ
ンティア運動指導者として活動で
きる人（資格不要）

定　員／40人程度（応募者多数の場合抽せん）
申し込み／10月20日～11月10日（土
・日曜日、祝休日は除く）の9:00
～17:15に、電話で高齢者介護支援
課へ

シルバー人材センター 
パソコン入門講座

シルバー人材センター　153-1150
と　き／11月6日～12月25日の毎週
月曜日　13:00～15:00　計 8回

ところ／ラ・ホール富士 7階OAルーム
内　容／インターネットの基本及び
活用法、メールの使い方など

対　象／パソコンで簡単な文字入力ができる人
定　員／17人（先着順）
受講料／7,600円（施設利用料、テキ
スト代を含む）

申し込み／10月23～25日の9:00～16:00
に、電話でシルバー人材センターへ

※受講生 5人に対してアシスタント
1人がつきます。

ラーメン作り 
～家庭やキャンプで簡単に～

広見まちづくりセンター　121-3444
と　き／12月 9日、平成30年 1月27
日、 2月24日の各土曜日　9:30～
13:00　計 3回
ところ／広見まちづくりセンター調理実習室
内　容／ラーメンの調理法、自家製ス
ープ・トッピングのつくり方を学ぶ
対　象／市内在住・在学・在勤の15
～39歳の人（中学生は除く）
定　員／12人（応募者多数の場合抽せん）
受講料／300円（別途材料費3,000円）
申し込み／10月27日fまでに、市ウ
ェブサイトで電子申請するか、直
接または往復はがきの往信裏面に、 
講座名、住所、氏

ふり

名
が な

、年齢、性別、
電話番号、市外在住の人は勤務先
または学校の所在地・名称を記入
し、〒417-0862　石坂470-5　広見
まちづくりセンターへ

※直接申し込む場合は、はがきを持
参してください。

成年後見制度講演会（無料）

高齢者介護支援課　155-2951
と　き／11月18日g　10:00～11:30
ところ／消防防災庁舎 7階大会議室
内　容／成年後見制度のメリット・
デメリットについて

講　師／辻村基樹さん（司法書士）
定　員／100人
申し込み／11月10日fまで（土・日
曜日、祝休日は除く）に、電話で
富士市成年後見支援センターへ 
 164-6010

青少年育成ボランティア養成講座

社会教育課　155-0560
市の青少年健全育成事業にボラン

ティアとして参画できる人材を育成す
るための講座を開催します（計 6回）。
対　象／市内在住・在学・在勤の15
～39歳で、青少年健全育成に興味
のある人（中学生を除く）

申し込み・問い合わせ／10月19日e

（土・日曜日、祝休日は除く）まで
に、直接または電話で社会教育課へ

ミニロボ富士市長杯を開催します
産業政策課　155-2952

ミニロボを通じてものづくりを広
めることを目的に開催します。出場
者が組み立てたリモコンで動く小型
ロボットを使い、サッカーのように
ゴール数を競う大会です。お誘い合
わせの上、会場へお越しください。
と　き／11月12日a　13:00～
ところ／富士自動車学校（柚木207-1）
観覧方法／当日直接会場へ
問い合わせ／富士自動車学校 
 161-6161
※出場者の募集は終了しました。

秋の家族自然のつどい 
巨木の森で自然散策参加者募集

少年自然の家　135-1697
と　き／11月12日a　10:00～15:00
※雨天中止。
集合・解散／富士山「まなびの森」
（富士宮市）

内　容／樹齢数百年の巨木の森で自然散策
対　象／市内在住・在学・在勤の小学
生以上の人（小学生は保護者同伴）

定　員／50人（先着順）
参加費／ 1人400円
申し込み／10月20日～11月10日に、 
少年自然の家ウェブサイトで電
子申請するか、直接または電話
で少年自然の家へ 
 Bhttps://www.fuji-marubi.jp



土・日曜日、祝休日も受け
付けます（年末年始除く）

富士市コールセンター

［受付時間］
8:30～18:00

問い合わせは

平
成
29
年
10
月
5
日
号
（
毎
月
5
日
・
20
日
発
行
）
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信

友好都市雫石町から

「上
かみ

和
わ

野
の

馬
ば

頭
とう

観
かん

世
ぜ

音
おん

」

第12回

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
平
成
25
年
11
月
1
日

に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
だ
岩
手
県
雫し

ず
く

石い
し

町ち
ょ
う

か

ら
、
旬
な
情
報
を
定
期
的
に
お
届
け
し
ま
す
。

雫石町観光キャラクター
「しずくちゃん」

雫
石
町
の
国
有
形
文
化
財

　

雫
石
地
方
で
は
、
江
戸
時
代
以
降
、
人
々
と

馬
と
の
か
か
わ
り
が
深
く
な
る
に
つ
れ
、
馬
は

信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
き
、
各
地
で
馬
頭
観

音
（
馬
頭
観
世
音
）
が
祭
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
雫
石
町
上う

わ

野の

下し
も

沢さ
わ

田だ

に
あ
る
上
和
野

馬
頭
観
世
音
本
堂
と
旧
堂
は
、
古
く
か
ら
馬
と

深
い
か
か
わ
り
の
あ
っ
た
雫
石
町
の
歴
史
文
化

を
あ
ら
わ
す
特
徴
的
な
建
物
と
し
て
の
価
値
が

広
く
認
め
ら
れ
、
平
成
28
年
8
月
1
日
に
、
国

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
堂
は
、
大
正
3
年
（
1
9
1
4
年
）
に
建

立
さ
れ
、建
物
の
つ
く
り
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

内
外
の
装
飾
彫
刻
に
も
目
を
引
か
れ
ま
す
。
作

者
は
、
伝
承
及
び
作
風
か
ら
、
秋
田
県
中な

か

仙せ
ん

町ま
ち

豊
川
（
現
・
大
仙
市
）
出
身
の
宮
大
工
・
髙
橋

市
蔵
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
、
屋
号
か

ら
「
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満ま

造ぞ
う

さ
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」
と
呼
ば
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、
秋
田
県
内
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は
じ
め
、
各
地
に
彫
刻
の
傑
作
を
残
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
彼
が
雫
石
町
滞
在
中
に

覚
え
た
民
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ど
ど
さ
い
節
」を
秋
田
県
内
に
持

ち
帰
っ
て
つ
く
り
直
し
た
も
の
が
「
ド
ン
パ
ン

節
」に
な
っ
た
と
い
う
逸
話
も
残
っ
て
い
ま
す
。

　

旧
堂
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
に
建

立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
明
治
14
年

（
1
8
8
1
年
）
に
大
規
模
な
改
修
が
行
わ
れ
、

現
在
の
本
堂
建
立
時
に
今
の
場
所
に
引
き
家
さ

れ
ま
し
た
。
全
体
的
に
は
質
素
な
つ
く
り
の
建

物
で
す
が
、
か
つ
て
は
本
堂
と
し
て
地
域
住
民

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
し
た
。
ま
た
現
在
は
通

称
「
絵
馬
堂
」
と
し
て
堂
内
外
に
多
く
の
絵
馬

を
収
蔵
し
て
い
て
、
馬
に
か
か
わ
る
信
仰
の
歴

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本堂

　2・3ページで紹介した「富士青
春市民」ポスターを、市内各所に
掲示しています。皆さんもごらんい
ただけたでしょうか？私も日々、「自
分らしい一歩」を意識して生活して
います。「今日こそは一回で、きれ
いに駐車しよう」「まだ話したことが

ないあの先輩に話しかけてみよう」
など、一つ一つは小さな挑戦です
が、達成できた喜びと新たなチャレ
ンジに対するワクワク感が絶えませ
ん。毎日のステップを重ねることで
「いただき」に近づけるよう、日々
精進します。（ぴ）

人　口　255,000人   （前月比＋48）
　　男　126,094人   （＋27）　
　　女　128,906人   （＋21）
世　帯　104,182世帯（＋129） 9 月 1 日現在
編集・発行　総務部シティプロモーション課
〒417-8601　静岡県富士市永田町1-100

　☎0545-51-0123　50545-51-1456

ウェブサイトhttp://fujishi.jp　※t
ツ イ ッ タ ー
witter・F

フ ェ イ ス ブ ッ ク
acebook・Y

ユ ー チ ュ ー ブ
ouTubeでも情報発信中。

旧堂の外の絵馬

旧堂


